
船舶事故調査報告書 

平成３０年１０月２４日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 平成３０年４月２６日 １２時１５分ごろ 

発生場所 山口県周防
す お う

大島町笹
ささ

島北西方沖 

 笹島島頂から真方位３２１°３８０ｍ付近 

 （概位 北緯３３°５４.４′ 東経１３２°２３.４′） 

事故の概要  漁船MARUYA
マ ル ヤ

は、東進中、また、ミニボート（船名なし）は錨泊中、

両船が衝突した。 

事故調査の経過 平成３０年５月１６日、主管調査官（広島事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 漁船 MARUYA、１.７トン 

   ＹＧ３－５６２５１（漁船登録番号）、個人所有 

   第２９１－３３６６２号（船舶検査済票の番号） 

Ｂ ミニボート（船名なし）、総トン数なし 

   なし、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、二級小型・特殊・特定 

Ｂ 操縦者Ｂ、操縦免許 なし 

 負傷者 Ａ なし 

Ｂ 軽傷 １人（同乗者Ｂ） 

 損傷 Ａ 船底外板に擦過傷 

Ｂ 船首部外板に擦過傷 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 東北東、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 低潮時 

 事故の経過  Ａ船は、船長Ａほか１人が乗り組み、漁を終えて帰港の途につき、

約２０ノットの対地速力で笹島北西方沖を東進していた。 

 船長Ａは、操舵室で椅子に腰を掛け、手動操舵により操舵に当たっ

ていたところ、ゴツンという音を聞き、Ｂ船と衝突したことを知っ

た。 

 船長Ａは、船首が浮上すれば船首方に約１５゜の死角が生じること

を知っていたが、本事故当時、前路に航行の支障となる船はいないと

思い、死角を補う見張りを行っていなかった。 

 Ｂ船は、操縦者Ｂほか１人が乗り、笹島北西方沖において、船首を

北方に向けて魚釣りを行いながら錨泊中、操縦者Ｂが、左舷方に接近

するＡ船を認め、立ち上がって大声で叫んだもののどうすることもで

きず、Ａ船と衝突した。 

 Ｂ船は、約１.５ｍの竿
さお

を立てていたものの、有効な音響による信

号を行うことができる手段が備えられていなかった。 



 

分析  Ａ船は、笹島北西方沖を東進中、船長Ａが、船首を左右に振るなど

して船首方の死角を補う見張りを行っていなかったことから、前路で

錨泊中のＢ船に気付かずに航行を続け、Ｂ船と衝突したものと考えら

れる。 

 Ｂ船は、笹島北西方沖で錨泊中、操縦者Ｂが、魚釣りを行っていて

周囲の見張りを適切に行っていなかったことから、接近するＡ船を認

めたものの、どうすることもできず、Ａ船と衝突したものと考えられ

る。 

原因  本事故は、笹島北西方沖において、Ａ船が東進中、Ｂ船が錨泊中、

船長Ａが、船首を左右に振るなどして船首方の死角を補う見張りを行

っておらず、操縦者Ｂが、魚釣りを行っていて周囲の見張りを適切に

行っていなかったため、両船が衝突したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、船首方に死角が生じる場合、船首を左右に振るなどして

死角を補う見張りを行うこと。 

・錨泊中であっても、周囲の状況を確認すること。 

・長さ１２ｍ未満の船舶は、汽笛及び号鐘を備えていない場合、有

効な音響による信号を行うことができる手段を講じ、接近する他

船に注意を喚起できるようにしておくこと。 


